
はじめての経験 附属山口中学校長 末永勝明

“ We all fear what we don't know, Freddie. It's natural.” （ 「 知らないことは誰だって怖いものだよ、フレディ。自然な
ことさ。」）『 葉っぱのフレディ』の中のダニエルの言葉です。私たちはこれまで経験したことのない状況に置かれ

た時、誰もが不安を感じ、どう対処したらよいかわからなくなるのはごく当たり前のことなのかもしれません。

新型コロナウイルスの感染拡大による全国一斉の学校休業要請、そして新年度開始直後の再休業、６月ももうす

ぐ終わろうとしていますが、あまりにも長かった臨時休業で、実質、新年度が始まってからまだ１月しか経ってい

ません。

休業が長期化したことは決して喜ばしいことではありませんが、そのことによってこれまで全く考えもしなかっ

たことについて考えたり、見えなかったことが見えるようになったりしたことは事実です。

まずは、休業中の学習を保障するための支援の在り方です。これまでも冬期にはインフルエンザによる休業措置

をとることがありました。地域で流行の兆しがあると、教科担任はもしもの時に備え、あらかじめ家庭学習課題を

用意します。インフルエンザによる学級閉鎖や学年閉鎖は長くても４，５日です。学習課題は復習を中心とした学

習プリントで対応してきました。

しかし、今回は１ヶ月、さらに１ヶ月半という長さです。到底復習を中心とした学習プリントだけで対応できる

状態ではなくなります。あわせて学習状況の把握も必要になってきます。また、生徒の心身の様子を確認するため

に１週間に一度電話連絡をすることにしましたが、35人に電話をかけるとなると一人５分としても３時間程度かか

ります。１クラスでこれくらいかかるのですから、12クラスとなると

…。学校の電話回線の数も限られています。まさに、これまでの経験を
もとにした対応だけでは通用しない状況がありました。

そこで、本学校園においてもオンラインによる双方向での対話によ

る児童生徒の健康観察や学習教室を開くことにしたのです。期間は本

当にごくわずかだったのですが、このことによって得られたものは多

くあったように思います。

現在、学校は再開していますが、今後の課題も多くあります。そ

の一つが学校行事のもち方です。授業時間確保との関わりや、感染

症対策を考えた上で中止や縮小について検討していきます。今のと

ころ中学校では十分な感染防止対策を講じた上で、学園祭（体育祭

と文化祭）は実施する予定です。ただし、これまでの学園祭をイメ

ージしたのでは開催することは無理な状況です。開催時期、開催時

間、また、公開の可否なども含めて、ゼロベースで新しいものを創

り上げていかなければなりません。そしてそれは今年に限ってのことかもしれません（ そうあってほしい）が、も

しかすると、来年度以降の新しい行事の様式として、今年度の取組がファーストモデルになるかもしれません。

今年、そして来年の『 ９月入学』は拙速であるとして見送りになりました。良い悪いは別にして、学校休業がこれ

ほどまでに長期化しなければ、おそらくこのような議論はしばらくは出てくるはずもなかったことでしょう。その

他、私たちの働き方や、子どもの学び方もそうではないでしょうか。これまで考えもしなかっただろうことがつぎ

つぎとあがってきました。このたびの「 コロナ禍」 が新しいものを創り出すきっかけとなればよいと思います。

予測不可能な時代、まさにそれが今であると感じます。生徒はこれからそのような時代を生き抜いていかねばな

りません。自分たちの力でその時々 をよりよく生きる力を身につけることが今にも増して求められるでしょう。

前述のとおり、中学校では学園祭の実施内容と方法を検討中です。生徒には「 どのようなことができるかを考え、

提案してほしい」 と投げかけています。私たち教員はもちろんですが、それ以上に生徒からさまざまな提案がなさ

れ、生徒が自らの手で創り上げる学園祭になることを期待しています。
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